
めあて １０のかけ算のやりかたを考えよう。

名前
もんだい ５×１０、１０×５の計算をしよう。

〈考え方１〉

５×８＝４０

５×９＝４５

５×１０＝５０

〈考え方２〉

１０×５は、１０の５こ分

だから、１０×５＝５０

かける数が１ふえると、かけら

れる数分だけふえる。

かけ算のしきを

～のいくつ分ある

かを考える。

〈考え方３〉

５×１０＝１０×５
かけられる数とかける数を入れか

えても答えはかわらない。

まとめ

１０のかけ算は、かけ算のきまりをつかったり、いみを考えたりすると

もとめることができる。


